
履修モデル≪大学院心理学研究科修士課程≫

修士論文作成等

・【臨】臨床心理学特論Ⅱ[2単位］

・【臨】臨床心理面接特論Ⅱ[2単位］

・【臨】臨床心理査定演習Ⅱ[2単位］

・【臨】臨床心理基礎実習Ⅱ[1単位］

・【公】【臨/D群】障害者心理学特論（福祉分野に関する理論と支援の展開）[2単位］

・【公】【臨/C群】犯罪心理学特論（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開）[2単位］ ・6～7月　：　指導教員･副指導教員決定

・【公】【臨/C群】家族心理学特論（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践）[2単位］

・【公】心理実践実習Ⅰ[1単位］ ・3月　：　第1回修士論文中間発表会

・【公】心理実践実習A[2単位］

・【臨/A群】心理学研究法特論[2単位］

・【臨/B群】発達心理学特論[2単位］

・【臨/D群】神経生理学特論[2単位］

・【臨/E群】心理療法特論[2単位］

・カウンセリング特論[2単位］

修士論文作成等

・【臨】臨床心理実習Ⅱ[1単位］ ・8月　：　第2回修士論文中間発表会

・臨床心理学演習Ⅱ[1単位］ ・9月　：　学位論文題目提出

・【公】心理実践実習B[2単位］ ・11月　：　修士論文提出

・12月　：　修士論文最終試験

　　・公認心理師受験資格取得のための条件

　　・臨床心理士受験資格取得のための条件

　・医療機関（心理職）

　・各自治体教育委員会（スクールカウンセラー等）

　・国家公務員･地方公務員（心理職）　　　等

・【公】【臨】臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践）[2単位］

必修

・臨床心理学演習Ⅰ[1単位］
2
年
次

授業科目の履修

・【臨/B群】学習心理学特論[2単位］

・【臨/E群】投影法特論[2単位］

・【公】【臨】臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習Ⅲ）[1単位］

1
年
次

授業科目の履修

必修

・【臨】臨床心理学特論Ⅰ[2単位］

・【公】教育分野に関する理論と支援の展開[2単位］

選択

・【公】【臨/D群】精神医学特論（保健医療分野に関する理論と支援の展開）[2単位］

・【公】産業・労働分野に関する理論と支援の展開[2単位］

・【公】心の健康教育に関する理論と実践[2単位］

・【公】【臨】臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践）[2単位］

・【臨】臨床心理基礎実習Ⅰ［1単位］

・心理学研究法演習［1単位］

・【臨/E群】グループアプローチ特論[2単位］

・【臨/B群】人格心理学特論[2単位］

・【臨/A群】心理統計法特論[2単位］

・【公】心理実践実習Ⅱ[1単位］

　　本大学院において、【臨】と記した全ての必修科目10科目16単位及び選択科目A～E群からそれぞれ2単位以上、計10単位以上の合計26単位以上を修得し、修了すること。

”心理支援の専門家”として活躍

公認心理師資格試験合格・「公認心理師」資格取得

・【公】心理実践実習C[2単位］

選択

・【公】心理実践実習Ⅳ[1単位］

　　　※修了要件：大学院に2年以上在学し、必修科目（13科目19単位）を含む33単位以上修得し、かつ修士論文を提出し審査及び最終試験に合格すること。

　　①大学学部において、所定の心理学の科目を履修・単位修得し、卒業していること。

　　②本大学院において、【公】と記した全ての科目を履修・単位修得し、修了すること。

　修士課程修了・「修士（心理学）」の学位取得

大学院博士後期課程へ進学

臨床心理士資格試験合格・「臨床心理士」資格取得

修士課程入学


